
地域おこし協力隊活動報告書

活動団体 アソビシロ
役職
氏名 田尻泰崇
着任日 令和６年６月１日

活動月 令和７年 7 月（着任 14 ヶ月）
主な活動 1. 大阪説明会

2. 川辺高校活性化評議委員会
3. 川辺祇園百年祭

１.大阪説明会
7 月 12 日〜13 日、地域みらい留学の大阪説明会が開催され、

川辺高校と薩南工業高校で参加しました。
今回の会場は前回の東京説明会の会場よりも駅からのアクセスが

よく来場者数にも期待が持てました。また、東京説明会での配置は会
場の端で、人通りの確保から困難が生じていましたが、大阪の会場は
出入り口付近の配置となっており、人数確保の方にも期待されていま
した。
しかし、1 日目に実際の配置で設営を行っていると、まず入口から

みて大きな柱が目の前に立っており死角となっていること。次に順路
が設けられており、私たちのブースとは逆方向に誘導されていること。
更に入口が向かって右側、向かって左側に出口が設置されていたため、
人の流れがブースまで辿りつかないこと。この３点に気づきました。
それだけでなく、自分たちのブース以外での客引きはできないため東
京説明会に引き続き集客に困難のある幕開けとなりました。
イベントが始まり、人通りが徐々に増え始めて予測の通り集客でき

ない状態になったため、事務局に上記の内容を説明・相談し、順路を
南九州地方ブースに行き渡るように調整してもらいました。そこから
人数が回復して計９組の来場者に対して説明を行いました。なお、東
京説明会の他ブースの見学を通して、自然の写真が大々的に貼られ、
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全体的にインパクトあるブースに人が集まっている傾向があったた
め、茶畑の写真を印刷、背景のポスターを囲むように配置しました、
また、川辺高校では地域の方からのアイデアであるキャッチコピー
【普通が最強！】を提示して臨んだところ、反応・共感して説明を聞
いてくれる方々がいらっしゃいました。説明会終了後、オンラインで
のサポートのご案内を送り、１組のご家族が川辺高校の体験入学に参
加希望ということでお問い合わせいただいています。他にも前向きに
検討いただいている方々もいらっしゃるので引き続きサポートを行
っていこうと思います。
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２.川辺高校活性化評議委員会
7 月２５日、川辺高校にて活性化評議委員会が行われました。ここ

で東京と大阪の説明会の報告を行い、今後どのように川辺高校を発
展・活性させていくかの意見を展開してきました。地域みらい留学の
事務局情報によると 10 組の来場者のうち、2 組の体験入学者希望、
１組の入学希望者という数字が理想的とされているので
今回の説明会はデータに近い結果に近づけているのではないかと見
ています。しかしながら、説明会の効果が労力と釣り合わない、南九
州市という離島より遠くないが、本州からは最南端である距離的な問
題、他の鹿児島の高校のデータを見ても年に 2〜3 名の印象【地域み
らい留学生の数】というような課題があります。説明会はオンライン
が年に数回、対面は 2 回となっていますが、オンラインの場合、一
方通行的な説明の仕方しかできず、相手の顔もわからないまま終了す
るため、伝わっているかも不安という印象です。対面説明会も東京、
大阪の 2 回しかありませんので、ここで説明ができなければ宣伝が
難しくなることになります。人数の確保という観点からいうとリスク
が多く、近辺からの募集の方がリスクは少ないと考えられます。
このようなことを踏まえて、都会からの学生を受け入れることで地域
の魅力を再発見したり、在学生の刺激になるというメリットがあるの
で、地域みらい留学は引き続き運営できるように尽力します、これと
並行して人数を確保するという観点で、近辺の中学校から募集をかけ
ていく方法も視野に入れつつ、活動の幅が広がればと考えています。
活性化評議委員会にご参加されていた地域の方々や市役所職員、学校
職員と協力して魅力ある高校の活性化を目指していきます。
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３. 川辺祇園百年祭
7 月 27 日に今年 100 年を迎える川辺祇園百年祭に地域の方から

お誘いいただいて参加しました。
私は今回撮影を中心に参加して、地域のお祭りの様子を記録しまし

た。川辺校生も数名がお神輿を担いだり、担ぎ手たちへの水配りやサ
ポートを走り回って行っていました。地域の方々と協力してお祭りを
支えている姿はとても頼もしかったです。
お祭り自体はお神輿が列となって川辺商店街を闊歩して、通りが沢

山の人で埋め尽くされるような賑わいとなっていました。お客さんは
地元の方が多い印象でしたが、市内からも見にきている方もいらっし
ゃっいました。
祭り全体の熱気は凄まじく、左右に移動しながら進むお神輿は迫力

満点でした。このように盛り上がるお祭りがあるので、川辺が活性化
する一つの大事な要素として宣伝・発信を続けていこうと思います。


